
 

 

カルミーニョに聞く 10のＱ＆Ａ！ 

 

 今年 10月に初めて来日するカルミーニョに、自身のこと、ファドのこと、日本への印象

とツアーへの意気込みなどを語っていただきました！ 

 

1. 歌を始めたきっかけを教えてください。なぜファドなのでしょう？ 

私はファドシンガーの母を持ち、娘として生まれ、文字

通り母親の胎内にいるときからファドを聴いてきまし

た。 母はいつも自宅でファドを歌う(演奏する)会を

主催し、ホストをしていたので、幼い頃からギター、歌

声、生演奏に囲まれていました。 私は兄弟や両親たち

と音楽に囲まれて育ち、音楽のある生活があまりにも

日常的であり自然なことだったので、音楽が職業にな

るとすら当時は思ってもいませんでした。 成長するに

つれて、私は広告関係の学位を取得することを目指し

ましたが、世界中を旅し、自己発見の旅に出てから、フ

ァドこそが自分の天職であるという考えに至りまし

た。 プロフェッショナルとして、情熱を持って、全身全

霊を捧げて取り組んでいきたいのがファドであると思

ったのです。 

 

2. 受賞歴 

私はファド界を代表する歌手である(になれた)ことにとても感謝しており、私が信じてい

るメッセージや私が伝えたい感情を届けるのに協力してくれる素晴らしいミュージシャン

たちと仕事ができることにとても感謝しています。 そのおかげで、お客様と評論家が私の

仕事と情熱を認めてくれたことはとても幸運だと感じています。 

これまで以下のような賞を受賞しました。(一部抜粋) 

- ベストポルトガルソング賞 

- 2011年ベストアルバム賞 (ソングライン賞) 

- 2013年ポルトガルゴールデングローブ賞(ベストパフォーマー部門) 

- 2013年カルロス・パレーデス賞 

- 2016年ポルトガルゴールデングローブ賞(ベストパフォーマー部門) 

- 2024年、第 96回アカデミー賞受賞作品「Poor Things (哀れなるものたち)」出演 

  

 



 

 

3. あなたにとっての音楽やファドとは？ 

特に音楽とファドは、先ほど述べたように、生まれた時か

ら私の人生の中にありました。 そして、それらは、あたか

も私自身の延長であるかのように、私自身の存在の一部

であり、馴染み深いものであることを表しています。 音

楽(ファド)は私がコミュニケーションをとるための言語で

あり手段です。 ファドはまさに生きた言語であり、私の感

情、思考、言論、人生、感情の表現手段として存在してい

ます。 私にとってファドはまさに、自分自身を表現し、他

の人と触れ合うための手段であり、道なのです。 

 

 

 

4. 日本にはどのような印象を持っていますか？ 

私は日本に行ったことはありませんが、行ってみたいと

いう気持ちは何年も前からありました。 おそらくそれ

は好奇心、西洋の国との文化の違い、そして海に囲ま

れた島という国に対する考え方が私を魅了したからか

もしれません。 海がポルトガルの文化、ポルトガルの音

楽、つまりファドに大きな影響を与えました。 ポルトガ

ルを囲む大西洋は、ここに住む人々の性格や、ファドの

ような文化的に生み出されるものに多大な影響を与え

ていると言えるでしょう。 

そして、日本もその地理的関係から独自の発展を遂げ

てきたと思っています。  

また日本の文化にも非常に興味があります。 例えば精

神性です。日本人の精神性ももっと知りたいと思っています。 そして、美しい風景、全世界

を魅了する素晴らしい料理、そして小さなことすべてに取り組む真剣さ。それらをもっと実

際に知りたいと思っています。 

私の個人的な考えでは、日本人は自分たちの生活や職業の細部に渡って、非常に真剣に、

愛情を持って、献身的に取り組むということです。それは、私がファドの練習においても最

も重要視している芸術的な部分かもしれません。 それは粘り強さや立ち直る力の練習で

もあるのです。 

私は間違っているかもしれませんが、日本人の性格には、そのように立ち直っていく姿勢

のようなものがあると感じています。 

 



 

 

5. 日本の音楽家であなたに影響を与えた人はいますか？日本人の音楽家と共演したこ

とはありますか？ 

   日本には私の作品や活動に影響を与え、且つ、見たり聞いたりすることが好きなアーティ

ストがたくさんいます。 松尾芭蕉は私が初めて触れた日本人の一人です。私は詩が大好

きで、俳句は私の思春期のお気に入りの一つだったからです。 

私は俳句を知った際、信じられないほど感動的なものだと思いました。 もちろん映画に

おいても、黒澤監督と小津監督の映画は、新しい現実、新しい風景、物語の伝え方、そして

ある意味で私たちが日本文化に近づくことができるものであり、素晴らしいものであり、

私に影響を与えました。 

そしてもちろん、坂本龍一さんもブラジルで私

が愛する他のアーティストたちと一緒に仕事を

していました。 そして、私は彼の作品が大好き

なので、最近彼が亡くなったのは世界的な悲

劇であると感じています。彼はいつまでも私た

ちの記憶に残る人物でしょう。 

 

6. ポルトガルと日本になにか共通点を感じますか？ 

既にお伝えしましたが、海は私たち人間、運命、郷愁などのフィーリング、感性を導いてく

れるものです。 日本とポルトガルには共通の歴史があります。 ポルトガルは征服によっ

て世界の東洋側に影響を与えてきましたが、もはや大昔の出来事です。 

日本には一度も行ったことがないので、色々な体験をして共通点を感じてみたいと思って

います。 日本人は非常に歓迎的であると聞き、そこにとてもシンパシーを感じています。 

 

7. 音楽を作る際はどのように制作をしますか？誰かが譜面を書いたりするのでしょう

か？ 

ファドとは文化であり、非常に直感的なものであり、時々私はメモのような暗号を書いたり

録音をして記憶に留めたりしますが、具体的な譜面は書かないようにしています。 

ただ、私の音楽を譜面にして編曲してくれる人はいます。 

私自身は多くの場合、スマホにピアノやギターを使ってアイディアを録音します。 

そしてピアノを弾きながら歌い、ハーモニーとメロディーを付けて行きます。  

オリジナル曲の場合はピアノかギターだけで完成させ、大まかなアイディアをバンドメンバ

ーに伝えます。ファド(伝統音楽)とは口頭伝承であると考えています。 

 

 

 

 



 

 

8. 長年活動をしてきたあなたですが、長く活動するにあたって何か秘訣や理由はありま

すか？ 

声は筋肉の一種なので、適切なテクニックを使えば、練

習すればするほど身に付きます。 私はいくつかのヴォ

イストレーニングのレッスンを受けていますが、これは私

にとって非常に重要な日課であり、トレーニングの中で

は脱水症などについて特に気を使っています。 

歌うことでより元気で健康な声が得られると信じてい

ます。ですので、今は歌えば歌うほど声が良くなっているように感じています。 

 

9. 日本でのコンサートの見どころと、意気込みをお聞かせください。 

日本各地でのコンサートに今からとても興奮しています。 

日本を訪れるのは初めてですが、日本人はファドをとても大切にしており、ポルトガルギタ

ー専門の学校もあると聞きました。本当ですか？ 

さらに、ファド文化について知識を持っている人もかなりの数いるそうです。 それだけで

も私の興奮は高まっています。 

今回の日本公演では、最新アルバム『Portuguesa』を中心に楽曲を披露する予定です。 

このアルバムは伝統的なファドに特にフォーカスしたラインアップです。もちろん過去のア

ルバムからの曲もいくつか演奏し、色々な角度からお楽しみ頂く予定です。 

私自身は伝統的なアプローチを取るスタイルが得意です。それが私の本質であり、基盤で

あると考えているからです。 

ファドは実践を通じて知識を獲得し、知識を持って実験する自由が生まれ、さまざまな楽

器を取り入れ、(音楽の)スペースを埋めたりする

ことが出来る自由な音楽で、古典的なものから最

新のものまで様々なアプローチが可能な音楽で

す。 

しかし、今回が私にとって初めての日本訪問であ

ることを考えると、特に伝統的でありながらファド

の力が注入されたものを提供したいと考えていま

す。 

理想を言うと、ファドハウス(日本にあるか分かり

ませんが)でも演奏して、伝統的なアプローチでお

客様と近い距離で親密な雰囲気を味わってみた

いとも思っています。 

 

 



 

 

１０． 日本のファンと観客にコメントをお願いします。 

   日本のファンと観客の皆さん、コンサートでお会いし、日本で伝統的なファドを体験してい

ただけることがどれほど嬉しいかをお伝えしたいです！ 

伝統的な言葉(音楽/ファド)、今日使われている生きた言葉(音楽/ファド)、単なる記憶の

反復ではない言葉(音楽/ファド)で、ステージ上の音楽家と歌手とのつながり、そしてお客

様との感情のつながりをぜひ体験しにきてください！ 

もうすぐです！！ 

（制作：株式会社ハーモニーフィールズ） 

 

 

 カルミーニョ～郷愁のポルトガル音楽・ファド～ 

2024年 10月 19日（土） 17:00 開演 （16:30開場）    

北とぴあ つつじホール 

全席指定  一般：4,500円  北区民：３，８００円 

主催・問い合わせ：（公財）北区文化振興財団 03-5390-1221（平日 9：00～17：00） 


